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るワンマンライブを成功させました。その後も、仲良くさせていただきました。そして、
私たちも遠く離れた北海道の様似が、とても近く感じるようになりました。また、岡山県
内外から、1970年代にリアルタイムに聴いていたフォーク世代がYouTubeで知ったと、全
国からたくさん集まってくださいました。そして、コンサートを企画するなら、岡山を代
表するコンサートホールである、岡山ルネスホールでのコンサートを目標にしようと声が
上がりました。岡山ルネスホールは、日本銀行岡山支店として大正11年に建築されたとの
ことで、随所に高度な建築技術が使われており、素晴らしいデザインで、この歴史的建造
物を後世に残すために、平成17年に、岡山の新たな文化、芸術の拠点として使用されるよ
うになり建築物だけでなく、素晴らしい音響効果のあるホールに生まれ変わりました。そ
の格式高い岡山ルネスホールで、気の合う仲間たちと協力して、コンサートを定期的に行
えるまでになりました。
　ひで＆たまは、プロ活動は行っていません。もちろん、ツアーで全国を回っている訳で
もありません。YouTubeを見て、一度、生演奏を聴いてみたいと、全国からフォークファ
ンが岡山ルネスホールに集まっています。
　ぜひいつか、体が元気なうちに岡山のスタッフの皆と一緒に、大自然の中の、北海道様
似郡様似町に行ってみたいと思っています。

岡山ルネスホール　ひで＆たまコンサート　リハーサル風景
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瀬戸内市の地域包括ケアシステム構築

� 邑久医師会　竹内医院　竹　内　宣　昭

　『瀬戸内市の地域包括ケアシステム構築』は、邑久医師会会長が瀬戸内市の在宅医療・
福祉・保健連携推進協議会会長として、この構築の推進役を担っており、昨年９月に
は保健・医療・介護・福祉など各分野の代表者が集い、第１回の推進全体研修会が開
かれた。
　その研修会では尾道市公立みつぎ総合病院　副院長　沖田光昭氏の基調講演「尾道
市御調町における地域包括ケアについて」のあと、各分野の代表者による事例発表の
ほか各々が受け持つべき役割分担、目指すべき成果などについての発表・討論があっ
た。
　邑久医師会の代表は、高齢化の推移と将来設計について、そして差し迫っている大
幅な介護力の不足、地域包括ケアシステムの捉え方について語ったあと、26年診療報
酬改定のポイントを説明。その中で、地域包括ケア病棟・地域包括診療料・地域包括
支援加算・主治医機能の評価などについて解説した。続けて医師として、そして医師
会として地域包括システムの構築に参画することを表明した後『在宅での看取り』に
ついては、関係者の心構えが必要なことを説く一方で〈365日24時間の対応は可能か？〉
〈通院介助など生活支援の充実は可能か？〉といった不安点を挙げ、その解決には、
現状の問題点に加えて、将来予想の分析により備えるべきサービスの充実を検討する
必要性を訴えた。さらに「認知症の早期発見はスクリーニングシステムが必要」と提
案し行政側に対応を求めた。
　今年５月の２回目の研修会では、医師の立場から、『在宅での看取り』の条件とし
て〈同居家族があること〉〈医療介護を担う事業所が近くにあること〉に加えて、１
回目にも語られた〈本人と家族に死を受け入れる覚悟があること〉が必要なことを述
べた。
　さらに限界集落を超えて消滅集落の心配も現実化してきている一部地域について
は、老老介護世帯、独り暮らし世帯が多くなり、病気になった場合の生活の安心安全
の確保が大きな問題となっていることを報告した。「認知症のため、あるいは身体的
障害があるため在宅独り暮らしが困難になっている人たち」の行先については介護施
設への入所などが考えられるが、国民年金で生活を支えている多くの人は、経済的事
情から特別養護老人ホームなど一部の施設しか利用できず、その施設も待機者で溢れ
ている状況であれば、まさに行き場がない状態であり、早急な対策が求められている
ことを語った。そして昼間はデイサービス、訪問介護などの利用により安全安心を何
とか確保できるが、夜間については、そういったサービス提供がほとんど出来ていな
い現状があり、ナイトサービスというような制度創設の検討を行政側に要望した。ま
た小規模多機能介護施設での看取りの実情も報告され、参加者は、その役割の認識を
新たにしたようであった。
　付記：瀬戸内市内で開業している医師の多くは、岡山市内に住居を構えているため、
在宅終末期医療を担うことは難しい状態にあるものと思われる。
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